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月
は
「
都
市
緑
化
月
間
」

10
で
す
。
市
は
、
花
と
緑
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
生
け
垣
の
設
置
に
助
成
す

る
な
ど
様
々
な
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
問
合
せ
は
花
と
緑
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
６
８
２
）
へ
。

　

市
は
、
道
路（
水
路
）沿
い
に

あ
る
戸
建
て
住
宅
の
敷
地
内
に

生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合
と
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
を
取
り
壊
し
て
生
け
垣
を
設

置
す
る
場
合
に
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

な
お
、
①
生
け
垣
は
延
長
３

㍍
以
上
、
②
高
さ
１
㍍
以
上
の

常
緑
樹
を
１
㍍
に
つ
き
３
本
以

上
植
え
る
、
③
外
か
ら
見
え
る

部
分
の
高
さ
が　

㌢
以
上
あ
る

50

な
ど
、
助
成
に
は
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
る
絶
好
の
時
期
で
す
。
被
害

木
を
放
置
す
る
と
新
た
な
松
に

松
く
い
虫
が
移
動
し
、
被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
今
春
以
降
に
枯
れ
た

被
害
木
を
伐
採
処
理
す
る
場
合

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
被
害
木
の
大
き
さ

（
材
積
）
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

０
・
５
立
方
㍍
以
上
（
高
さ　
14

㍍
、
幹
の
直
径　

㌢
程
度
）
の

30

被
害
木
が
補
助
の
対
象
と
な
り
、

０
・
５
立
方
㍍
で
約
８
０
０
０

円
に
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
、
兵
庫
行
政
評
価
事
務

所
な
ど
は
、
秋
の
行
政
相
談

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

「
特
別
合
同
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　

行
政
機
関
と
弁
護
士
・
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

　

鳴
尾
支
所
高
須
分
室
で
は
、

　

月
２
日
か
ら
、
次
の
証
明
書

10が
窓
口
で
即
時
交
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
事
前
申
請
は
不
要
で
す
。

　

問
合
せ
は
鳴
尾
支
所
（
０
７

９
８
・
４
７
・
０
１
０
１
）
へ
。

　

【
即
時
交
付
で
き
る
証
明

書
】
住
民
票
▽
印
鑑
登
録
証
明

書
▽
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項

証
明
書
▽
戸
籍
の
附
票
▽
個
人

市
県
民
税
（
所
得
・
課
税
）
証

明
書
…
未
申
告
の
人
は
不
可

　

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
半

〜
午
後
４
時　

分
（
正
午
〜
午

15

後
１
時
は
除
く
）

　

市
は
、
市
内
で
事
業
を
営

む
個
人
・
法
人
・
商
工
業
団

体
が
作
成
し
た
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
や
売
出
し
の
チ
ラ
シ
、

商
店
街
を
紹
介
す
る
冊
子
な

ど
を
対
象
に
「
に
し
の
み
や

チ
ラ
シ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開

催
し
ま
す
。
書
類
選
考
と
面
接

に
よ
り
審
査
し
ま
す
（
作
品
は

返
却
で
き
ま
せ
ん
）。

　

応
募
期
限
は　

月
６
日
。
応

11

募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
産
業
振

興
課
（
市
役
所
本
庁
舎
７
階�

０
７
９
８
・
３
５
・
３
３
６
７
）

に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下

参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

※
優
秀
作
品
の
応
募
者
が

受
賞
後
同
じ
内
容
の
も
の
を

発
行
す
る
場
合
、
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
補
助
金
交
付
に
は
、
来
年

３
月
ま
で
に
発
行
事
業
を
終

え
、
事
業
報
告
を
提
出
す
る

等
の
条
件
あ
り
）　

な
ど
が
、
相
続
な
ど
の
法
律
問

題
や
借
地
・
借
家
・
金
銭
貸
借

問
題
、
土
地
・
建
物
の
登
記
手

続
き
、
住
宅
の
新
築
・
補
修
、

隣
地
境
界
や
建
築
に
よ
る
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
税
金
・
年
金

な
ど
の
身
近
な
生
活
問
題
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
国
・
県
・
市
の
仕
事
に
関

す
る
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
。

相
談
無
料
。

　

問
合
せ
は
市
民
相
談
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１

０
１
）
へ
。

　

【
日
時
・
会
場
】　

月
３

10

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
（
受

付
は
３
時
）
に
市
役
所
本
庁

舎
２
階
２
５
２
会
議
室
で　

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

は
定
員
あ
り
（
先
着　

人
）

24

　

市
と
大
阪
ガ
ス
は
、
指
定
の

都
市
ガ
ス
高
効
率
給
湯
器
と
断

熱
リ
フ
ォ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ

る
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

行
う
市
内
の
既
存
戸
建
住
宅
に
、

導
入
費
用
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
は　

月　

日
か
ら

１０

１０

　

月　

日
ま
で
（
受
付
順
に
審

１２

２０

査
を
行
い
、
申
請
総
額
が
予
算

額
に
達
す
る
と
締
切
り
ま
す
）。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

説
明
会
ま
た
は
環
境
都
市
推
進

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
８

階
）、各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
公
募
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ

ー
ジ
下
参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
問
合
せ
は

西
宮
市
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
事

務
局
（
０
１
２
０
・
１
０
３
６

０
４
…
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）へ
。

10

　

【
説
明
会
】　

月
５
日
…
午

10

前　

時
か
ら
市
役
所
東
館
８
階
、

10
午
後
３
時
か
ら
大
阪
ガ
ス
今
津

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
会
議
室
（
今

津
西
浜
町
１�
１
）
で
▽　

月
10

６
日
…
午
後
３
時
か
ら
塩
瀬
セ

ン
タ
ー
４
階
で

　

旧
軍
人
で
恩
給
を
請
求
し
た

こ
と
が
な
く
、
共
済
年
金
な
ど

公
務
員
退
職
等
に
よ
る
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
人
は
、
市
健

康
福
祉
計
画
課
（
市
役
所
本
庁

舎
７
階
）
に
あ
る
「
履
歴
申
立

書
」
を
終
戦
当
時
の
本
籍
地
の

あ
る
都
道
府
県
援
護
担
当
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
兵
庫
県
社
会
援
護

課
（
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７

１
１
）
へ
問
合
せ
を
。

　

市
と
若
者
し
ご
と
倶
楽
部
は
、

「
カ
ー
ド
が
導
く
し
ご
と
発
見

ー
ト
を
行
う
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
人　

分
程
度
。

60

相
談
無
料
。

　

申
込
は
勤
労
福
祉
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
５
２
８
６
）
へ
。

　

【
対
象
】
お
お
む
ね　

歳
未

35

満
の
人
や
フ
リ
ー
タ
ー
、
大
学

生
な
ど

　

【
相
談
日
程
・
会
場
】　

月
10

か
ら
の
毎
月
第
１
・
３
水
曜

（
祝
日
を
除
く
）
の
午
後
１
時

〜
５
時
に
勤
労
会
館
で

　

市
は
、
若
年
層
を
対
象
に
、

就
労
に
向
け
て
の
相
談
・
サ
ポ

　

市
は
、
阪
神
間
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更
案
を
公
開
、
９
月

　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
執

２５

10

10

務
時
間
中
に
下
水
河
川
計
画
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
６

階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
内
容

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参
照
）
で
も

公
開
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
案
に
意
見
の
あ
る

人
は
、
公
開
期
間
中
に
市
長
あ

て
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
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秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
松

を
枯
ら
す
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
を
運
ぶ
松
く
い
虫
（
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）
を
退
治

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
で
終
了
し
ま
し
た
。
募
金
総

額
は
１
５
０
万
５
２
３
１
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
義
援
金
は
、
ジ
ャ
ワ
島
中

部
地
震
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委

員
会
を
通
じ
、
被
災
者
等
の
支

援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
防
災
対
策
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
５
４
７
）

へ
。

　

「
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
義

援
金
」
の
受
付
は
、
８
月　
31

の
被
災
者
証
明
書
が
あ
る
場
合

の
特
例
あ
り
（
利
率
は
西
宮
市

個
人
住
宅
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

が
２
・
８
％
に
、
住
宅
整
備
資

金
融
資
あ
っ
せ
ん
が
２
・
４
％

に
）。一
部
の
金
融
機
関
で
利
率

が
異
な
る
場
合
あ
り
。

　

①
西
宮
市
個
人
住
宅
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん　

対
象
は
申
込
者

が
所
有
し
自
ら
住
む
た
め
に
市

内
に
新
築
・
購
入
す
る
住
宅
。

融
資
は
１
８
０
０
万
円
以
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
最

終
償
還
時
の
年
齢
が　

歳
未
満

70

の
人
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、

取
扱
金
融
機
関
の
融
資
条
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
住
宅
政
策
グ
ル
ー

プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
７

７
８
）
へ
問
合
せ
を
。

　

《
融
資
の
種
類
》

　

融
資
利
率
は
い
ず
れ
も
年
３

・
２
％
（
固
定
金
利
）。自
然
災

害
・
火
災
に
よ
る
全
半
壊（
焼
）

　

市
は
、
金
融
機
関
と
提
携
し

て
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
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増
減
、
④
生
活
環
境
の
変
化
の

い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
現

在
の
住
宅
で
の
生
活
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
を
対

象
に
、
住
み
替
え
募
集
を
行
い

ま
す
。
募
集
住
宅
の
概
要
な
ど

詳
し
く
は
、
申
込
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
西
宮
市
都
市
整
備

公
社
募
集
課
（
市
役
所
南
館
１

階�
０
７
９
８
・
３
５
・
３
７

１
８
）
へ
。　

※
次
回
の
住
み

替
え
募
集
は
来
年
５
月
の
予
定

　

【
申
込
資
格
】
現
住
宅
に
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
、
基
準

以
内
の
収
入
で
あ
る
、
家
賃
の

滞
納
が
全
く
な
い
等

　

【
募
集
戸
数
】　

戸
20

　

市
は
、
市
営
住
宅
に
住
ん
で

い
る
人
で
、
①
障
害
ま
た
は
疾

病
、
②
高
齢
、
③
世
帯
人
員
の

　

【
申
込
案
内
書
の
配
布
】
９

月　

日
〜　

月
４
日
の
執
務
時

27

10

間
中
に
同
公
社
募
集
課
で　

※

他
の
場
所
で
は
配
布
し
ま
せ
ん

　

【
申
込
方
法
】
申
込
案
内
書

に
添
付
し
て
い
る
申
込
書
で
同

公
社
募
集
課
へ
郵
送
を
（　

月
10

４
日
ま
で
の
消
印
分
有
効
）
。

申
込
は
１
世
帯
１
通
の
み
（
重

複
申
込
は
す
べ
て
無
効
）
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公
社
阪
神
事
務
所
（
０
７
９
８

・
６
３
・
４
３
３
３
）
へ
。

　

【
対
象
】
申
込
者
本
人
が
県

内
在
住
・
在
勤
者
で
、
収
入
な

ど
の
資
格
要
件
を
満
た
す
人

※
被
災
者
、
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
）
被
害
者
、
母
子
・
父
子

家
庭
等
に
対
す
る
優
先
措
置
あ

り
　

【
申
込
書
の
配
布
】
９
月　
29

日
か
ら
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社

　

県
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
募
集

戸
数
は
約　

戸
で
す
。

10

　

問
合
せ
は
兵
庫
県
住
宅
供
給

阪
神
事
務
所
（
両
度
町
３
―
１

―
１
０
３
）
、
西
宮
市
都
市
整

備
公
社
募
集
課
（
市
役
所
南
館

１
階
）
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

　

【
申
込
】
所
定
の
申
込
書
を

　

月
２
日
〜　

日
（
消
印
有
効

10

13

で　

月　

日
必
着
）
に
、
申
込

10

16

書
記
載
の
担
当
窓
口
へ
郵
送
を

◆
市
か
ら

◆
官
公
署
か
ら

　

県
は
、
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
な
る
住

民
組
織
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
整
備
費
・
活
動
費
を

助
成
す
る
「
県
民
交
流
広
場
事

業
」
の
２
次
募
集
を　

月　

日

10

20

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
民
活
動
支
援
課
（
市
役
所
本

庁
舎
７
階�
０
７
９
８
・
３
５

・
３
４
２
６
）
へ
問
合
せ
を
。

　

問
合
せ
は
下
水
河
川
計
画
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
７
７
７
）
へ
。

　

高
齢
者
が
道
路
を
横
断
中
に

車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
道
路
を
横
断
す

る
と
き
は
必
ず
、
信
号
機
や
横

断
歩
道
が
あ
る
と
こ
ろ
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
左
右
の
安

全
確
認
を
行
い
、
横
断
中
も
周

囲
の
状
況
把
握
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
問
合
せ
は
交
通
安
全
対
策

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８

０
６
）
へ
。

セ
ミ
ナ
ー
」
を　

月　

日
午
前

10

18

　

時
半
か
ら
西
宮
市
大
学
交
流

10セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
対

象
は
大
学
生
（
在
学
者
可
）、　35

歳
未
満
の
人
。
参
加
費
無
料
。

定
員　

人
。

12

　

申
込
は　

月
３
日
午
前　

時

10

10

か
ら
西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ

ー
（
０
７
９
８
・
６
９
・
３
１

５
５
）
へ
。
先
着
順
。
内
容
に

関
す
る
問
合
せ
は
、
若
者
し
ご

と
倶
楽
部
（
０
７
８
・
３
６
６

・
３
７
３
１
）
へ
。

　

※　

月
８
日
の
正
午
〜
午
後

10

６
時
に
同
セ
ン
タ
ー
で
就
職
相

談
を
実
施
。
問
合
せ
は
同
倶
楽

部
へ

都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
を
公
開

軍
人
恩
給
受
給
資
格
を
調
査

 
勤
労
会
館
で
実
施

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
県
民
交
流
広
場
事
業
」

２
次
募
集
を
受
付

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
等
は
３

０
０
万
円
ま
で
の
割
増
融
資
あ

り
）
。
返
済
期
間
は　

年
以
内

25

（
中
古
住
宅
は
短
縮
の
場
合
あ

り
）

　

②
住
宅
整
備
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん　

市
民
本
人
が
住
ん
で
い

る
住
宅
の
増
改
築
・
修
繕
が
対

象
。
融
資
は
対
象
工
事
費
の
範

囲
内
で
８
０
０
万
円
以
内
。
返

済
期
間
は　

年
以
内

10

生
け
垣
の
設
置
に
助
成

松
く
い
虫
被
害
木
伐
採

に
補
助
金
を
交
付

道
路
横
断
時
も
十
分
な

安
全
確
認
を

高
齢
者
の
交
通
事
故
多
発

県営住宅の
入居者募集

申込書は９月２９日から配布

鳴尾支所高須分室でも
１０月２日から可能に

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交住民票等の即時交付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
　

月
は「
都
市
緑
化
月
間
」で
す

１０

導入費などを補助

既存戸建住宅の
省エネルギー化に

住宅資金の
融資あっせん

新築・購入、増改築など


